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高
野
山
文
書
に
記
載
さ
れ
た
報
恩
寺
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
仏
像

で
す
。
こ
の
聖
観
音
像
は
、
ヒ
ノ
キ
材
の
寄
木
造
で
、
像
高
1.36
ｍ
。
木
造

彫
眼
彩
色
。
衣
文
の
彫
り
が
浅
く
繊
細
で
平
安
後
期
の
特
徴
を
持
っ
て
い

ま
す
。
下
身
の
裳
上
に
巻
布
を
つ
け
た
姿
は
観
音
像
と
し
て
は
珍
し
い
も

の
で
す
。 

作
風
が
平
安
時
代
の
有
名
な
仏
師
で
あ
る
定
朝
の
系
列
に
似
て
い
る

と
さ
れ
、
京
都
の
工
房
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
す
。 

な
お
、
報
恩
寺
は
正
安
３
（
一
三
〇
一
）
年
の
桑
原
方
領
家
地
頭
和
与

状
の
中
に
、
「
赤
屋
報
恩
寺
」
と
記
さ
れ
、
領
家
方
（
高
野
山
）
の
管
轄

す
る
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
同
寺
の
存
在

を
物
語
る
資
料
と
し
て
、
尾
道
西
国
寺
文
書
『
西
国
寺
不
断
経
修
行
勧
進

幷
上
銭
帳
』
（
文
明
３
年
・
一
四
七
一
）
に
「
法
音
寺
隆
海
」
の
名
が
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
報
恩
寺
（
法
音
寺
）
は
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ

か
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
の
塔
は
、
無
縫
塔
と
呼
ば
れ
る
形
を
と
る
お
墓
の
一
種
で
、
塔
身

が
一
つ
の
石
で
造
ら
れ
、
縫
い
目
が
な
い
の
で
こ
う
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、

塔
身
が
卵
の
形
を
し
て
い
る
の
で
、
卵
塔
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

僧
侶
の
お
墓
と
し
て
造
塔
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

花
崗
岩
製
で
、
全
高
1.21
ｍ
、
基
礎
・
竿
・
請
座
・
塔
身
の
４
部
か
ら
な

り
、
請
座
と
中
台
を
一
つ
に
し
た
省
略
さ
れ
た
重
制
無
縫
塔
で
す
。
下
に

切
石
で
２
段
の
基
壇
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

塔
身
に
「
康
徳
開
山
」「
石
室
和
尚
霊
塔
」「
貞
治
五
（
一
三
六
六
）
年

丙
午
仲
夏
」
と
一
行
ず
つ
陰
刻
が
あ
り
、
こ
の
年
号
か
ら
生
前
か
ら
建
立

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

県
内
最
古
の
紀
年
銘
を
有
す
る
重
制
無
縫
塔
で
、
僧
石 せ

き

室 し
つ

善 ぜ
ん

玖
き
ゅ
う

は
、

京
都
五
山
の
天
龍
寺
や
万
寿
寺
、
鎌
倉
五
山
の
内
の
建
長
寺
や
円
覚
寺
等

の
諸
山
に
住
し
た
後
、
貞
治
４
（
一
三
六
五
）
年
に
世
羅
町
大
字
寺
町
に

来
て
、
康
徳
寺
に
七
堂
伽
藍
を 

建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま 

す
。
な
お
、
本
塔
は
京
都
市
東 

山
区
の
荘
厳
蔵
院
開
山
塔
と
同 

一
の
形
式
で
造
立
さ
れ
て
お
り
、 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
康
徳
寺
は
、 

備
後
国
の
禅
宗
寺
院
で
は
屈 

指
に
数
え
ら
れ
る
寺
観
を
呈
し 

て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

 


